
様式第１号（山形県水資源保全条例施行規則第５条第２項関係） 

年  月  日 

山形県知事 殿 

届出者 住所又は所在地 
氏名又は名称及び代表者氏名

水資源保全地域内土地取引等届出書 

 山形県水資源保全条例第10条第１項の規定により、山形県         地区水資源保全

地域内における土地売買等の契約を締結する予定のため、次のとおり届け出ます。 

１ 契約の当事者に関する事項 

土地の所有権等の移転

又は設定をしようとす

る者〔売主等〕 

住所又は所在地 

氏 名 又 は 名 称 

電 話 番 号 

職 業

土地の所有権等の移転

又は設定を受けようと

する者〔買主等〕 

住所又は所在地 

氏 名 又 は 名 称 

電 話 番 号 

職 業

□未定

契約に係る権利の種別

及び内容 

種別：□所有権 □賃借権 □地上権 □地役権 □質権

□使用貸借による権利

内容：□移転 □設定

所有権以外の場合
で存続期間を定め
る 場 合 

存続期間 年 月 日から 

年 月 日まで 

契約締結予定年月日 □予定あり（ 年 月 日） □未定

２ 土地に関する事項 

土地の所在（地番） 地目 面積 現況 

㎡  

㎡

㎡  

合計 筆 ㎡ 

土地の所有権等の移転

又は設定後における土

地の利用目的 

□現況と同じ

□現況と異なる（   ） 

□未定

土地の所有権等の移転

又は設定後における土

地の管理予定者 

□予定あり（ ） 

□未定

（注）１ 該当する項目の□にレ印を記入し、（ ）内に必要な事項を記入すること。 

２ 「土地の所在」の欄は、届出に係る土地について１筆の土地ごとに記入すること。 

３ 「地目」及び「現況」の欄には、田、畑、宅地、山林等の区分により記入すること。 

事前届出書の記入の仕方 

個 人 の 場 合  ：住所、氏名 

法人、団体の場合：所在地、名称、代表者氏名 

届出者と一致します 

契約の相手方（買主等）につい

て記入する 

※ 相手方(買主等)が未定の

場合は、「□未定」にレを

記入する 

「種別」、「内容」ごとに、該

当するものレを記入する 

賃借権などで権利の有効な期間

を定める契約の場合に記入する 

・１筆毎に記載する。 
・欄が不足する場合は「別紙」等と記入し、
 これらの事項を記載した一覧表等を添付す
る。 
・「地目」…登記上、「現況」…実際の状況 
について、田、畑、山林等と記入する 

届出者が把握している範囲内で記載する 
・現況と利用目的が異なる場合は（ ）内になるべく 

具体的に記載する。例、住宅建築、畜舎建設…等 

届出者が把握する範囲内で次の例により記入する 
・買主等が管理する場合は「□予定あり」にレを記入し、 
 （ ）内に買主等の氏名等を記入する 
・管理を第三者に依頼（委託）する場合はその依頼先を記入する 

該当する水資源保全地域の地区名を記載する 

本様式への １．土地の位置を示す地図等（縮尺2万5千分の1～10万分の1程度。道路地図等の使用可） 

添付書類 ２．登記事項証明書(写)、借地契約書(写)、入会地協定書(写)など、権利を有することを証明 

  する契約書等の写し 




